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エーテル

宇宙を充たすエーテル

エーテルという言葉には2つの意味がある。まず、実

在する化学物質のエーテルがある。蛙の解剖のときに

麻酔剤として使うものだ。もう一方のエーテルとはオラン

ダの物理学者ホイヘンスが唱えた仮想の物質で、こちら

は光・熱・電波を伝える媒質である。宇宙空間はこのエ

ーテルで充たされているのか、それとも真空であるのか、

科学史に残る長い論争があったことでも知られる。

このエーテルのスペルは「ether」と書く。つまりイー

サネットの「イーサ」である。このイーサネットというネー

ミングは実に秀逸だ。

進化するイーサネット

イーサネットには長い歴史がある。私が最初にイーサ

ネットの実物を見たときには、通信速度が3Mbpsであ

った。それが普及する段階では10Mbpsとなり、Fast

Ethernetで100Mbpsとなる。さらにギガビットイーサネ

ットでは1Gbpsまで増大した。これで終わりかと思うと、

現在は10Gbpsのイーサネットの標準化が進んでいる。

イーサネットに使う通信ケーブルも変遷した。初期の

3Mbpsや10Mbpsのころは黄色の外被の太い同軸ケー

ブルが使われていた。そのあとに細い同軸ケーブルが登

場し、現在ではツイストペアの電線が主流になっている。

100Mbpsや1Gbpsでは光ケーブルも使われている。

いろいろなケーブルが併存していても相互に通信でき

る。これが、いかにもインターネットらしい。つまり「ネッ

トワークのネットワーク」という実感が湧く。

どこでも無線LAN

高速化の進展とともに無線LANによる利便性の向

上も見逃せない。急速に普及しているのがIEEE 802.11

である。イーサネットの規格はIEEE 802.3だから、両

者は兄弟のような技術になる。

インターネットに関連する国際会議では、以前から会

議場に無線LANを設置することが多い。私も会場で

よく無線LANのカードを借用して恩恵に浴していた。

ようやく最近になって自分でカードを購入して随所で

活用している。

2月下旬に東京で開催された国際会議「IWS 2001」

では、国立情報学研究所のおかげで無線LANが準備

できた。その国際会議の2日目に、私は米国からの来賓

を連れて秋葉原を散歩し、店先でお客を待たせて無線

LANのカードを購入して翌日に会議場で使い始めた。

IWS2001の会議が終わると同時に、この無線LAN

のカードを持ってマレーシアに出発した。「APRICOT

2001」という国際会議に参加するためである。この会

議場にも無線LANが設置されていた。私は持参した

カードでインターネットに接続して快適に過ごした。無線

LANは、アクセスポイントつまりアンテナの所在を知っ

ていれば確実に電波を捕捉できる。私はAPRICOT

の委員の1人であったから、参加者のいない会議室に

もアンテナがあることを知っていた。もっとも、うす暗い

部屋で作業をしていると蚊が寄ってきた。マレーシアの

気候は日本でいえば1年中が夏のようなものだ。

1枚のカードでOK

帰国後に自宅のLANの一部を無線にしてみた。ア

クセスポイントを購入してイーサネットに接続する。ここで

も同じ無線LANのカードが利用できる。大学の研究室

では、以前から学生諸君が無線LANを活用していた。

私も研究室のアクセスポイントを利用できるように、自

分のカードの設定に情報を追加した。

1枚の無線LANのカードで、どこでも利用できるとい

うのが不思議な感覚である。通信の規格が標準化さ

れているから、どの会社のカードでも通信できるのは当

然であるが、ケーブルもコネクターもない無線だから、あ

たかもエーテルのようにネットワークが空中のどこにでも

存在するという感覚に近い。

慶應大学の村井純先生の話では、シンガポールのチ

ャンギ国際空港には無線LANの設備がある。Airport

News によると、空港で無線LANが使えるのは

世界初だという。空港の売店で無線LANのカードを販

売していると書いてある。これはおもしろい宣伝と販売

の方法だ。

ごとう・しげき：早稲田大学 理工学部 情報学科教授。
APNG議長、APAN副議長などアジア太平洋のインター
ネット界で活躍している。
goto@goto.info.waseda.ac.jp後藤滋樹c o l u m n s
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